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 南筑後普及指導センター管内の和牛繁殖農家等１３戸からなる肉用牛生産組

織「ちく和会」の第１７回通常総会並びに第１２回和牛共進会が、７月８日に

筑後農林事務所において開催されました。 

共進会では優良子牛の販売割合を競う「子牛販売の部」と、飼養する和牛繁

殖雌牛の改良度合を競う「繁殖雌牛改良の部」の２部門で実施されました。 

今回の最優秀賞は、「子牛販売の部」で八女農業高等学校（八女市）、「繁殖

雌牛改良の部」では青春ファーム岸川氏（八女市）が受賞されました。 

八女農校は販売頭数が５頭と少数ですが、発育に優れた子牛揃いで、全頭が

市場平均価格以上となったため、筑後農林事務所長賞が授与されました。 

岸川氏には（社）福岡県畜産協会長賞が授与され、最優秀賞に輝いた繁殖雌

牛「あおぞら号」は、産肉の能力を示す育種価６形質のうち脂肪交雑、枝肉重

量、ロース芯面積が特に優れていたことが評価されました。 

また、総会においては、家畜改良事業団が Web を通じて提供する肉用牛ゲ

ノミック評価 Web 情報提供サービス「G-Eva🄬」を組織として活用していく

方針が確認されました。普及センターではゲノミック育種価評価等を取り入れ

た改良の推進及び繁殖農家の生産技術の向上を目的として、今後も継続して支

援していきます。 
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繁殖和牛改良の部最優秀賞改良の部

を受賞された岸川氏 

第 17 回通常総会 


